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た
か
に
，見
え
だ
政
治
的
急
進
主
義——

ぺ
シ
サ
：み
主
義
は
、
實
は
彼
等
：の
も
の
.で
は
な
'か
：つ
：た
。
彼
等
は
に
わ
か
：に
社
會
主
義
に
め
ざ
め 

.て

.い
っ
た
そ
し
て
ー
八
三
四
年
、
こ
'こ
に
.オ
ー
工
ン
.の
指
導
め
も
と
に
全
酿

■̂
'
.船
合
‘太
連
合
が
結
成
さ
れ
た
办
で
あ
つ
て
、■
そ
れ
こ 

そ
新
組
合
運
動
S
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
あ
た
が
も
一
八
八
-0
年
代
に
お
け
る
社
會
主
義
の
復
活
の
ょ
ぅ
に
劃
期
的
な
も
の
で
あ
り
、後 

.に
起
る
チ
ャ
ー
チ
X
ト
運
動
の
次
め
の
捨
石
と
な
つ
た
も
、の
で
あ
つ
た
。
.
'.%
は
や
ぺ
.ン
サ
ム：

主
義
は
オ
I
エ.ン
'の
社

會

主

義

に

と

.
つ

て

代 

ら

れ

た

か

の

：
ょ

ぅ

に

.見
え
た
。.だ
が
そ
ぅ
で
は
な
か
.つ
た
。
ベ
：•ン
サ
ム
.主
養
は
そ
れ
か
ら
も
な
お
生
き
つ
づ
け
、
勞
働
運
動
の
^
か
に
生
，
 

き
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
；あ
の
：革
命
的
勞
働
運
動
と
呼
ば
れ
た
チ
ャ
ー
チ
ス
酿
動
の
な
か
に
さ
え
.も
：
.，…(

未
完5

。

:

O
H
)
«
i
c
e
y
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'M.bid., pp. 9
9
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 short Mstolry of British W
o
r
k
i
n
g

 Class m
o
v
e
m
e
n
t
,

 1927, vol. I, p. 59. 

、
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4) 

D
i
c
e
y
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ilpid., p. 70*

(

5) 

G. D. H
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o
o
l
e
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} G

r
a
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 Wallas: 
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o
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授
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働
組
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の
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と
變
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I

l

l

s
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資

_

料
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V 

/

日

本

電

氣

il
l

信

產

業

の

#

造

(

一
}

:

——

有

線

通

信

機

器

工

業

實

態

調

査

報

告
.

,
' 
.

.

.

、

伊

東

■

伤

' 

吉

.

.

■
尾

.城

'
太 

'

郞

'
丸

1

.

.

.

.

.

'

.

• 

. 

■

 

< 

,

は
し
が
き

㈠

：
日
本
に
お
け
る
電
氣
通
信
產
業
の
沿
革
:

'

.

,

⑴

■電
氣
通
信
.(

電
話)

事
業 

'
.
.

 

⑵

バ
電
氣
通
信
パ
有
線
ッ
機
器
エ
業
ー
：

㈡

戰
後
に
叙
け
る
有
線
通
信
產
業
の
再
編
成
.

■■
⑴

戰
後
.の
通
.信

,

(

電
話)

事

業

の

. 
•

■
.

A

,'
通

信

事

業

の

苒

編

成

過

程

•; 

.

_

.通
信
事
業
の
客
襯
的
役
割
.

.

‘.

⑵

戰
後
の
有
線
通
信
機
器h

業
の
西
編
成(

以
下
次
'號y

..

.

日
本
電
氣
通
信
庫
業
の
構
造
，
：

• 

：

:•
.

: 

■

は
し
が
き

,

;

電
氣
通
信
は
一
般
に
有
線
と
無
線
と
に
大
別
さ
れ
、
こ
の
調
査
研
究
の 

.

.對
象
と
-な
：っ
'た
#
德
關
係(

と
く
に
電
話)

.に
っ
い
て
見
れ
ば
、
電
氣
通 

信
產
業
と
總
稱
さ
れ
る
も
：の
•
.の
內
容
は
、

.

.

®
通
信
事
業c

電
話)

部
門 

，

：

.

⑧
通
信
機
器X

有
線)

H

業
部
門
：

.

.

'
⑧
通
信
施
設
工
事
部
門 

. 

办
三
部
門
よ
り
な
り
、
⑧
は
①
•

に
對
す
る
資
材
の
生
產
供
給
部
門
の
關
係

f
c
s
o
- 

•

.

.

.

元
來
電
氣
通
信
が
資
本
主
義
の
經
濟
機
構
の
中
に
導
入
ざ
れ
た
の
は
妁 

..1

世
紀
前
の
.こ
と
で
あ
り
、'
そ
れ
が
通
儒
制
度
と
し
て
確
立
し
た
の
は
十 

九
世
紀
末
期
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
爾
來
電
氣
通
信
刹
度
が
資
本
主
義 

.
の
#.
-達
に
果
し
て
束
た
役
割
は
、
.あ
た
か
も
鐵
道
船
.舶
そ
.の
他
の
交
通
諸 

:

手
段
の
：そ
.れ
に
酷
似
し
，て
お
り
、
し
か
.も
交
通
制
度
が
濟
經
組
織
の「

動 

脈
系
統」

：と
V
わ
れ
る
の
に
對
し
て
、
通
信
制
度
は
そ
の「

神
經
系
統」 

で
あ
る
と
い
.わ
れ
'て
い
る
.°
.そ
し
て
、
電
氣
'5
1
信
そ
の
も
の
.の
も
つ
技
術 

、
的
性
格
が(

い
わ
ば「

人
間
：の
.耳
の
延
長」

で
あ
る
と
い
ぅ
特
質
を
も
っ
弋 

い
る
.こ
.と
、：

す
な
，わ
.ち
通
信
機
關
が
、
人
間
本
來
の
五
官
•の
内
の
聽
覺
に 

•

っ
い
，て
、.そ
.の

自

綠

的,
生
狸
的
限
界
を
科
學
技
術
の
力
に
よ
っ
て
克
服 

し
た
、」

人
間
の
：發
明
に
よ
る
偉
大
な
'道
具
で
あ
る
と
い
う
技
術
的
側
面
か 

.

«p
-
見
る
な
.
.ら
ば
、
普
通
の
.電
信
電
話
か
ら
、
.寫
眞
電
送
そ
の
他
の
特
殊
通 

信
裝
置
、
あ
る
い
は
ラ
_、ジ
オ
、
：テ
レ
ビ
'ジ
ョ
.ン
等
に
至
る
'ま
.で
、
通
信
機 

':
. 

:

,

’ .四 

一
'-
.

(

四 

一
}

:



s

.
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二
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田
學
會
雑
誌
.

第
四
十
八
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第

一
.

號

.

/

關
が
人
間
の
物
質
的
，
文
化
的
生
活
の
肉
上
に
果
す
役
割
、
そ
の
可
能
，性 

に
は
大
き
な
.

も
一
の
が
あ
を
0
;.
'

:

.

.

.
 

:
 

•.

,

.

.

し
か
，る
に
.
、
.
.現
代
資
本
主
義
^
お
い
て
は
、
事
態
は
必
ず
し
も
そ
.ぅ
で 

.

は
な
い
。.
'す
な
わ
ち
、.
そ
れ
が
澤
.に
、
そ
o '

國
の
資
本
主
義
の
社
會
的
再
：, 

生
產
を
確
保
ず
る
■
た

め

の「

神
經
系
統」

ヾ
と
し
て
め
役
割
を
果
■す
だ
け
で
' 

な
く
、
戰
帶
の
た
め
の
不
可
缺
の
.
高
級
.兵
器
と
し
て
使
用
さ
れ
、
國
內
に
お 

け
る
.
治
安
#

察
機
櫛
の
®

驳
な
機
關
と
な
り
'

又
.

マス了コミユ

I

一一
 

ケ
■ 

ィ
シ
ヨ
ン
を
通
じ
て
の
思
想
統
制
の
恰
好
な
：道
具
と
な
り
、
更
.
に
，は
國
の 

金
體
制
の
軍
事
化
を
秘
，か
.

に
推
し
進
め
る
能
率
的
な
手
段
と
さ
え
な
る
。
：
 

通
信
制
度
の
こ
ぅ
し
た
不
健
全
な
側
面
は
、
戰
後
ア
メ
リ
カ
の
從
屬
下
に 

.

お
か
れ
た
日
本
の
場
合
に
は
、
.-

ょ
り
特
徵g

な
形
を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ
ざ 

る
を
得
な
い
。

:

■

こ
の
調
查
研
究
.
は
、
も
.
と
も
と
'「

戰
後
日
本
產
業
櫸
造
の
理
論
的
並
び 

に
實
證
的
研
究_

_

電
氣
通
員
工
業
に
お
け
る
大
企
業
と

中
小
企
業
と

の 

關
係
の
實
態
調
査
を
：中
心
と
し
.
て」

と
題
す
る
硏
究
の
實
態
調
査
部
分
に
' 

充
て
る
べ
く
意
圖
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
.

戰
後
の
日
本
の
產
業
構
造
ハ
と 

く
に

H

業
構
造
.

)

の
變
化
と
中
小
工
業
問
題
の
特
質
を
明
確
に
す
る
.と
い

•

 

.

ぅ
13

的
か
ら
、
電
氣
通
信
產
業
の
內
の
©
通
信
機
器
エ
業
部
門
に
つ
い
て
、
 

職
後
の
合
理
化
過
程
を
通
じ
て
、

こ
の
部
門
に
お
け
る
大
企
業
を
中
.
心
と
：
.

.

す
る
獨
占
體
制
の
強
化
、
企
業
系
列
に
ょ

る

中

小

企

業

の

胃
-^
趴

等

の

實
 

態
を
系
統
的
に
調
查
し
て
、

こ
の
#
編
成
乃
至
合
理
化
の
も
づ
意
義
を
明 

•

確
に
す
る
こ
-'
i

に
，主

眼

が

お

か
れ
た
。
ぐ
の
部
門
を
調
査
對
象
に
選
ん
だ 

に
つ
い
て
は
、

こ
の
部
門
に
屬
す
る
企
業
の
大
部
分
が
京
濱
地
帶
に
集
中

.

,

;

四

二

.

. C 
四
一
一

)

• - 

一- 

• 

.

.

.

-
 

. 

.
.

.

し
て
.,1 '
る
と
.い
う
調
査
技
術
上
の
便
宜
の
問
題
'4
あ
つ
.た
が
、
や
は
り
、

:

下
請
關
係
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
^
つ
て
い
る
こ
の
雾
種
が
、
日
本
の 

機
械
工
業
さ
ら
：に
は
エ
業
構
造
の
#

M
を
把
®
す
る
の
に
適
.し
て
い
る
と 

い
う
理
由
が
あ
つ
た
Q

'

.

-

.

,
. 

' 

, 

と
こ
'ろ
が
、.
本
文
で
#

說
す
る
よ
5
に
、
こ
..の
部
門
の
販
寳
市
場
が
殆 

■■

ど
日
本
電
信
電
話
公
社
に
よ
つ
て
獨
占
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
製
品
が
.直
接 

通
信
事
業
.の
諸
施
設
の
資
材
に
な
る
と
い
.う
特
殊
な
■
情
が
あ
る
ば
か
り 

.

.で

.な
く
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
現
在
の
體
观
下
で
の
通
信
事
業
の
否
定 

的
众
役
割
が
、
m
に
可
能
性
だ
け
で
な
い
こ
.と
.が
、
調
查
實
施
の
過
程
で 

判
明
し
て
來
た
た
め
、
''
:
調
查
對
象
の
.範
圍
が
-(
1
)の
通
信
事
業(

竃
話
部
門) 

.に

.ま
で
'擴
大
さ
れ
る
：こ
と
と
な
り
、
戰
後
の
M
話
事
業
の
推
.移
を
通
じ
て 

:そ
.の
性
格
を
あ
る
程
度
明
ら
か
：に
す
る
必
：梨
が
生
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
れ
.

く

は

、
©
の
通
信
機
器
工
業
の
'戰
後
の
再 

編
成
過
程
を
單
に
そ
れ
だ
け
切
離
し
て
取
扱
う
の
で
な
く
、
こ
れ
を
©
の 

通
信
事
業
の
戰
後
の
動
向
と
の
關
連
に
お
'い
て
考
察
し
、-
日
本
の
電
氣
通 

信
產
業
：(

有
線)

. :

'の
構
造
の
全
體
的
•
總
合
的
な
實
態
把
握
を
試
み
よ
う 

と
す
る
結
果
と
な
つ
た
。
し
か
も
、
こ
の
再
編
成
に
よ
る
獨
占
體
制
の
强 

化
が
も
た
ら
す
諸
矛
盾
の
展
開
の
.な
か
が
ら
、
獨
占
資
本
の
支
配
に
對
抗 

し
て
あ
ら
わ
れ
る
諸
耍
素
の
動
き
に
も
わ

れ

く
.

は
絕
ぇ
.ず
注
意
を
拂
お 

う
と
努
力
し
た
。

.

'

, 

.

こ
の
調
鸯
に
着
手
し
た
の
は
昭
㈨
廿
八
年
春
の
こ
と
で
あ
り
、
爾
來
尾 

城
副
手
を
は
.じ
め
'私
の
大
學
院
及
び
大
學
に
お
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
學
生 

諸
君
が
絕
え
ず
こ
'れ
に
參
加
し
た
が
、
豫
備
調
査
か
ら
本
調
査
へ
.と
進
む

に
っ
れ
、
調
迤
表
が
詳
細
尨
大
を
極
め
た
た
め
に
生
じ
た
記
入
、
.囘
收
の 

因
難
を
は
じ
め
、

こ
の部

！
：

の
特
殊
事
情
か
ら
來
る
調
资
の
不
可
能
等

、

-  

幾
多
め
惡
條
件
に
遭
.遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
調
查 

■
の
實
際
は
當
初
の
計
畫
と
ば
著
し
く
異
り
、
資
料
の
蒐
集
も
不
足
勝
ち
と 

な
り
、
調
查
硏
究
の
結
果
も

®

だ
意
に
滿

.た
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

*

と
も
角f

時
は
中
絕
同
漾
の
狀
態
に
陷
っ

.た
こ
の
調

.査
硏
究
が
、

一
摩
の 

結
論
に

.
到
達
す
る

'
こ
と
が
出
來
た

.
の
は
、
有
線
通
信
工
業
會
を
ば
，じ
め
業 

界
各
位

.
の
：理
解
あ
る
協
力
と
終
始
熱
意
：を
も
っ
て
調
査
の
仕
事
に
.當
っ
た 

學
生
：諸
君
の
共
同
作
業
の
た
ま
' %

の
：>

あ
る
。
と
く
に
協
力
を
惜
し
ま
な 

■
か
っ
た
各
位
に
對
し

.
て
感
謝
す
る
次
第
で

.
あ
る

。

-.•

本
搞
執
筆
忆
は
尾
域
太
郞
九
君
が
當
っ
た
が
、

.こ
の
內
替
は
、.

私
と
，同
，
 

君
、
大
學
院
及
び
大
學
ゼ

•
ミ
ナー

ル
學
生
諸
君
と
の
長
期
に
.わ
た
る
共
同 

研
究
の
結
果
を
、

.
同
君
が
ま
と
め
、
独
が
こ
れ
に
手
を
.加
え
た
も
の
で
あ 

っ
て
、
私
と
同
君
と
が
共
同
責
任
を
負
ぅ
も
の
で
あ
る

。
.

な
ぉ
、

こ
の
顿
查
硏
究
は
、
慶
應
義
塾
學

.事
振
興
資
金

(

昭
和
廿
八
年

1

 

度
及
.び
廿
九
年
度
の11,

囘
}
、
文
部
省
科
學
硏
究
：費

(

昭
和
廿
七
年
度)

 

及
び
厚
生
省
科
學
硏
究
費c

昭
和
ザ

-/
\

年
度

>

 .

の
研
究
助
成
，に
ょ
る
も
の

.

 

で
あ
る
こ
と
を

.

.

こ
こ
に
附
記
す
る
。

.

'

(

伊
東
岱
吉)

.

㈠

日
本
に
お
け
る
電
氣
通
信
産
業
の
淠
革
：

電
氣
通
信H

業
の
戰
後
の
現
實
過
程
.
の
分
析
に
入
る
前
に
、
こ
の
部
門

の
形
成
發
展
：の
仕
方
の
特
徵
を
日
本
資
本
主
義

.
の

胜

格

と

の

關

連

に

お

.い 

- 

.

.

日
本
爾
氣
通
信
產
：業

の

櫳

造

■

■

.

.

,

て
槪
觀
し
.て
お
こ
ぅ
。

.
■

⑴

電
氣
通
信

S

話)

0
0 

.

日
本
に
お
.け
る
電
氣
通
信
制
度
の
出
發
點
は
、
明
治
政
府
に
.よ

る「

艰
：
 

事
警
察
的C

輸
.送)

：通
傳
機
構
の
强
行
的
創
出
過
程」

(

.山
㈩
盛
太
郎「

日 

本
資
本
主
義
分
析」

七
〇
頁)

に
溯
る
.こ
と
が
出
來
る
。
電
話
事
業
は
、

■
 

電
信
と
同
じ
く「

官
の
奪
業」

と
さ
れt

は
じ
，め
は
エ
部
省
、
の

ち

に

遞 

信
省
の
管
轄)

、
當
初
は
、
そ
の
施
設
の
.殆
ど
全
部
が
、
内
務
省
、
說
判
'
 

所
、
瞥
察
馨
'、
、監
獄
等
を
結
ぶ
線
で
あ
り(

前
揭
書
七
一
頁
參
照)

、
官 

業
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
八
年
に
工
部
省
よ
り
大
政
官
へ
提 

出
さ
れ
た
意
見
書
に
よ
れ
ば
、、
官
廳
機
密
の
漏
洩
を
防
ぐ
こ
と
へ
日
間
の 

噏
社
線
と
の
接
績
は
不
可)

、
治
安
を
妨
害
し
風
俗
を
壞
亂
す
る
ご
と
き 

私
報
は
こ
れ
を
停
止
せ
し
む
る
と
.
い
'ぅ
方
針
が
と
ら
九
た
。(「

明
治
エ
業 

史」

電
氣
篇
一
.
六
三
一
四
貢)

初
期
の
{属
呂
電
話
事
業
は
ー
か
の
電
信
が 

明
治
十
年
代
に
昂
揚
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
民
主
主
義
罾
_

を
抑
_
す
る
双
_ 

を
擔
.つ
た
の
と
同
じ
く
、
絕
對
主
義
的
天
皇
制
統
i

構
を
强
化
確
立
す 

る
重
要
な
道
具
の1:

つ
で
あ
つ
.た
。
.
.
.

. 

•

他
方
、
■
や
.は

り「

上
.か
ら」

保
護
育
成
さ
れ
た
こ
の
國
の
資
本
主
義
が 

確
立
し
、
產
業
資
本
主
義
の
陵
階
か
ら
獨
占
資
本
主
義
の
段
階
へ
と
進
む 

に
つ
れ
て
、
官
用
以
外
の
民
間
公
衆
電
話
の
需
要
が
增
加
し
、
明
治
廿
三 

.年
東
京
、
橫
濱
兩
市
の
市
內
電
話
、
及
び
兩
市
を
結
：ぶ
市
外
電
話
の
開
通
，

.

を
見
て
.か
ら
、
第
.一
次
世
界
大
戰
の
終
る
時
期
に
至
る
ま
で
、
民
間
電
話 

加
入
者
の
增
加
に
應
じ
て
、
公
衆
電
話
施
設
の
擴
張
は
、
電
話
i

延
長

•
 

四
三 

.



:

l

l

s學
會
雜
誌
.
'第
四
十
八
：卷.

第
一
.，.號
.

.

.

■

-
■ 

• 

■ 

.

.

. 

. 

■
-

 

.

'

里
程
の
增
大
、
電
話
交
換1
1
^
:の
增
加
、
：
交
換
局
の
規
模
の.擴
大
と
な
づ
：：
 

て
あ
ら
ー
わ
れ
た
ノ
そ
し
て
こ
の
間
フ
こ
の
た
め
に
前
後
写
囘
に
わ
た
る
電 

話
事
業
擴
張
計
蠻
が
實
施
さ
れ
、
ニ
般
歲
入
を
も
っ
て
そ
の
財
源
と
す
る 

だ
け
で
な
ぐ
、
公
俊
の
發
行
を
必
要
と
す
る
程
で
あ
っ
た
。
：
し
か
も

> 

明 

:

治
卅
三
年
電
信
法
に
ょ
り
電
話
の
私
設
が
許
可
さ
れ
て
か
：ら
、
漸
次
町
村 

及
び
鑛
山
の
特
設
電
話
、
市
內
專
用
電
話
等
、
官
設
に
對
ず
る
私
設
電
話 

が
發
達
し
た
。(

前
揭
書
ー
六
八
丨J

七〕

頁
及
び
.i

a

a

-'
k

>

し
か
し
、.
こ
ぅ
し
.た
民
間
電
話
の
發
展
も
、
，日
本
資
本
主
義
の
發
展
自 

體
が
.そ
ぅ
.で
あ
..っ
た
.よ
ぅ
に
、；..日
淸
、
；.日
露
の
兩
戰
，爭
を
そ
；の
契
機
と
し 

.て

.お
り
、

こ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
.
日
•露
戰
爭
後
の
市
歲
の
著
し
い
擴
張 

.は
、.
政
府
が
戰
時
の
必
要
に
基
づ
い
て
重
要
地
點
間
に
急
設
し
：亡
長
距
離 

電
話
線
が
戰
後
民
間
用
に
充
當
さ
れ
た
も
の
で
あ
づ
た
と
い
ぅ
事
實
か
ら 

-

も
明
瞭
で
あ
る
。(

前
揭
書
ニ.
七
1
.
|茛)

：
又
.私
設
電
1話
が
發
達
し
た
と
は 

い
え
、
大
正
九
年
末
に
お.い
て
さ
.え
、
電

隱

延

里

數

に

し

て

、
官

廳

用

. 

電
話
一
六
、
二
三
，
一
里
に
對
し
て
私
設
電
話
.
一
、
四
三
九
単
に
，過

ぎ

ず.' 

:(

前
揭
書
一
八
九
頁}
、
私
設
電
話
の
比
重
が
高
ま
る

(

電
話
機
數
に
し 

て
.加
入
者
全
體
の.三
割
乃
至
四.割
と
な
る

)

の
は
昭
和
期
、
そ
れ
も
中
日 

.

戰
爭
以
後
の
經
濟
の
軍
事
化
を
背
景
と
す
る
時
期
に
お
い
て
で
あ
っ
た

C 

.
(

遞
信
省
资
料
に
ょ

.る)

電
話
施
設
の
量
的
，な
擴
張
だ
け
で
な
く
、
そ
の
質
的
な
高
度
化
、
例
え 

ば
傳
遂
裝
置
の
改
良
に
ょ
っ
て
多
數
の
词
時
通
話
が
可
能
に
な
各
に
至
っ 

.た
の
も
こ
の
時
期
で
ぁ
か
、
通
信
技
•術
の
發
展
は
中
日
戰
爭
か
ら
太
乎
洋 

戰
矫
に
至
る
帝
國
主
義
戰
带
政
策
の
必
然
の
要
請
で
あ
っ
て
.、
又
い
わ
ゆ

...

.
:■

四
：四

(

四
四)

'
る
.
.

「

總
カ
戰J

i t
制
の
維
持
の
た
め
の
不
可
缺
の
武
器
と

し

て
の
役
割 

ヴ
を
、
こ
'の
電
馨
業
が
負
わ
さ
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
昭
和
廿
年
に 

國
內
の
電
話
施
設
が
米
軍
空
襲
の
被
災
を
受
け
る
ま
.で
は
、
と
も
角
も
發 

':
展
擴
張
の
一
途
を
迪
っ
：て
い
る
事
實
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。(

第
二
章 

第
ー
節
入
に
揭
載
の
諸
統
計
泰
參
照)

■
か
く
し
て
日
本
の
電
話
事
業
は
、
終
始
{
Bの
獨
古
事
業
と
し
て
、：

日
本

資
本
主
義
に
お
け
る
團
家
資
本
ゥ
タ
ラ
ー
ド
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
.
.事
業
の
主
體
た
る
遞
信
省
は
、
日
本
の
天
皇
制
官
僚
機
構

■

の
：一
構
成
要
素
と
し
て
有
力
な
地
位
を
し
め
、
.日
本
資
本
主
義
の
帝
國
主

義
的
膨
脹
に
と
っ
て
不
可
缺
な
ポ
事
#
察
1

-€
>
手
足
と
1

て
の
役
割
を

:

果
し
て
来
た
も
め
で
あ
り
、
通
信
制
度
の
發
展
の
仕
方
は
、
そ
の
ま
ま
日

本
資
本
主
義
の
歴
史
の
特
徴
を
表
現
し
て
い
る
と
さ
え
.い
え
ょ
う
。

• 

. 

• 

--

.

.⑵
•
電
氣
通
信
.(

有
線〕

機
器
工
業- 

.

通
信
機
器
は
、
後
に
.苒
說
す
る
が
、

一
般
に
一
っ
一
っ
の
製
品
が
極
め

て
多
種
類
の
部
品
ょ
り
な
り
、
.
そ
の
種
類
が
そ
の
國
の
產
業
の
i

な
分

野
に
わ
た
ク
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
部
品
の
性
質
は
精
度
の
非

'常
に
高
，い
も
の
が
要
求
さ
.れ
、
金
屬
加
エ
、
機
械
製
造
、
と
く
にH

作
機

械
技
術
の
發
達
に
依
存
す
る
と
.こ
ろ
が
大
き
い
。

,

,

:
し
か
る
に
、
生
產
手
段
生
產
部
門
が
、
-.
民
間
に
お
け
る
消
費
手
段
生
產

訛
門
の
發
展
を
基
礎
と
し
て
發
達
す
る
の
で
な
く
、
當
初
か
ら
眾
事
的
警

、
察
的
目
的
を
も
っ
て「

上
か
ら」

官
の
'主
導
'0
'
下

で

創

出
.»
形
成
さ
れ
た

日
本
の
場
合
に
お
い
，て
は
、
民
間
產
業
に
お
け
る
機
械
技
術
の
發
達
は
官

營

エ

場

に

較

べ

飞

著

し

く

迴

れ

、

.:
官

營

エ

場

自

體

も

そ

の

發

達

が

跛

行

的
 

で
あ
り
、
工
作
機
械
技
術
は
產
業
資
本
確
立
似
後
も
長
く
歐
米
技
術
の
輸 

入
に
依
存
し
て
い
た
た
め
、
.こ
の
機
械H

業
技
術
の
綜
合
.の
成
果
と
も
い 

■

ぅ

べ

き

通

信

機

器

製

造

エ

業

‘の

發

展.は

種
.々

办
.制

約

を

ぅ

け

、

そ

の

.發

展
 

の
仕
方
森
徵
的
な
籍
を
示
乙
た
。

. 

:

.

す
な
わ
ち
、
.有
線
通
信
機
器
の
主
，要
•諸
裝
置
を
な
す
電
話
機
•.交
換 

機

*

ヶ

ー

ブ

ル

類

、

そ

：の

他

各

褪

の

部

品

は

：、

：

當

初

は

殆'上
そ
の
す
ベ
て
，
 

が
輸
入
品
を
も
つ
て
賄
わ
れ
、
資
材
の
ー
部
國
內
&

が
可
能
と
な
づ
た 

の
は
、
'漸
く 

■
信
省
第
.一

一

期

電

話

擴

張

期

C

明
治
四
〇—

四
3 1

® .
以

後 

の
こ
と
.で
あ
り
、
.明
治
末
期
に
お
い
て
尙
轍
入
品
へ
の
依
存
度
は
約
五
，割 

• r
及
ん
で
.い
た
。.
.
.

(

前

掲「

明
治H

業
史」

，電
氣
篇
三
〇
四
頁)

.
そ
1
て
、

■■
こ
の
面
か
ら
、
•折
し
も
世
晁
資
本
主
義
の
帝
國
主
義
段
階
へ
の
移
往
を
背
’
. 

棄
と
し
て
、
わ
が
.日
本
の
こ
の
罾
罾
双
面
へ
の
外
國
資
本
の
進
出
が
行
わ 

れ
た
。

.

.

.

:
:■
.

 

' 

' 

明
治
三
十
年
代
は
周
知
の
ょ
ぅ
に
日
本
の
產
業
資
本
確
立
期
と
し
て
產
.

 

業
の
.各
分
®
に
®
期
的
な
事
件
の
見
b
れ
た
時
期
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
通
：
.

 

信
機
器
製
造部

！
；：

に
：お
い
て
は
、
從
來
日
本
.に
代
理
店
を
本
い
て
電
話
機
.

 

'器
類
を
供
給
し
て
い
た
ア
メ
リ
.力
の
獨
占
電
檄
資
本
ゥ
ェ
：ス
タV

*-:

エ
レ 

ク
ト
リ
ッ
ク
會
社
が

、

日
本
に
お
い
で
電
議
.
凌
換
徵
等
の
逋
信
檄
器
. 

製
造
’を
行
，
た
め

、

自
ら
發
起
人
と
な
つ
て
出
資
の
過
半
額
を
引
受
け
、

. 

明
治
三
十
一
一
年
に
日
本
電
氣
株
式
會
社
を
設
立
し
た
0,
爾
來
、
.ゥ.H

ス
.

タ
.、 

ン
は
、
.明
治
.
大
圯•

昭
和
期
を
通
じ
て
、
同
社
の
株
式
總
數
の
三
割
尽 

至
六
割
を
保
持
し
續
げ(

太
平
洋
鞔
淨
中
の
時
期
は
'別
と
し
て
：

)

、
-自
社

日

本

謂

氣

逋

信

鹿

業

.の

構

造

'

、

の
重
役
陣
を
同
社
に
派
遣
し
て
そ
の
經
營
に
參
畫
せ
し
め
.、
生
漦
面
に
お 

い
て
は
.
.、
機
器
，製
造
に
關
す
る
一
千
件
に
及
ぶ
各
種
c>
.特
許
櫸
の
.使
用
を 

許
可
し
、
技
術
指
導
と
：|

づ
て
、
硏
绝
上
製
作
上
の
便
宜
を
興
え
S
 

,
.術
提
換
が
.正
式
に
は
じ
ま
つ
た
の
は
大
疋
九
年
.

)

同
社
は
.そ

の

：
^

、

自
 

'

..
動

電

交

敗

機

等

自

動

裝

置

の

製

作

等

、
日
本
に
お
け
る
こ
の
部
£
:

;
_の
最
高
技
術
水
维
を
獨
占
し
'
.ゥ
キ
ス
タ
ン(

大
正
十
五
年
、
同
社
ば
海 

.外
投
資
^
門
を
分
.離
し
.て
.、
ノ
ィ
ン
タ
.丨
ナ
ジ
.ョ
ナ
.
.■ル
•
.ス
■タ
：.ン
ダ_
ド

，
'
, 

H.

レ 

>
.ト
リ
‘ク

〔

r

'-
s

E〕

會
社
と
な
石)

■を
背
景
と
す
る
資
本
力
を
も 

.

つ
て
、絕
え
ず
こ
の
孤
門
の
發
展
を
主
導
す
る
地
位
を
獲
得
し
た
。
な
お
、

.:

同
社
は
I

s

Eと
の
技
術
提
携
を
契
機
と
し
て
住
友
財
閥
と
の
關
係
を
深 

.

め
、
今
次
の
太
平
洋
戰
串
中
に
完
全
に
そ
.の
傘
下
に
入
り
、
そ
の
地
位
は 

'
戰
後
の
今
日
も
變
ら
な
.
.い
。
 

,

ま
た
日
本
電
氣
よ
り
少
し
遲
れ
て
、
K*

ィ
ッ
の
シ
一
メ
ン
ス
，
ハ
ル
ス 

ヶ
社
ヘ
國
際
的
太
獨
占
資
本

)

が
古
河
財
_
下
の
古
河
電
氣
エ
業
と
技
術 

_

提
携
を
結
ん
で
、
大
芷
ー
ー
ー
年
に
當
士
電
機
製
造
株
式
會
社
を
設
立
し
、

の

.

ち
に
通
信
機
器
製
造
部
鬥
を
分
離
獨
立
さ
せ
て
.(

昭
和
十
年)

富
士
通
信 

.
機
製
造
株
式
會
社
と
し
た
.。
同
社
は
、
や
は
り
日
本
電
氣
と
同
じ
く
、
持 

.V
:
柹
關
係
、:
技
術
提
蹲
を
通
じ
て
シ
-
メ
シ
ス
の
バ
ッ
->
に
よ
り
發
展
''
1
.、
 

•と
く
に
ゥ
エ
ス
：タ
，
系
統
に
對
しV

シ
ー
メ
ゾ
ス
系
統
の
技
術
の
獨
占
素 

.

.と
し
て
、
、日
本
に
：お
け
る
特
異
な
存
在
を
示
し
て
来
た
。

.

以
泛
.の
、
ウ
モ
ス
タ
レ
及
び
グ

—

メ
.ゾ
ス
の
系
列
會
社
上
も
い
ぅ
べ
き 

日
本
電
氣
及.ぴ

富
-±

通
信
機
、
更
に
戰
前
外
國
資
本
と
の
關
係
は
な
が
つ 

:

た
が
、
日
本
の
通
信
機
製
造
會
社
の
中
^

f

古

い

歷

史

を

も

ち

(

.明

治

V
'
四

五

.

(

四

五)

.



〔第？表〕.主舉有線通信櫸器生產推移

年 度 電 話 機 手動交換機 自動交_ 機

昭和10年 .
m

126,718
甕

1,898
囘磁

64,130
11 159,848 1,783 87,780
12 162,858 2,257 78,140
13 221,535 2,880 88,100
14 829,621 2,795 85,000
15 279,578 2,516 85,980
16 . 244,906 2,852 103,650
17 969,867 2,115 97,200
18 249,079 1,804 ； 86,280
19 108,898 1,808 52,250

註電話槔襄數は磁石式、共電式、自動式合計0. 
手動交換機察數は磁石式、共電式合計。

自動交換機囘線數はA型、H型兩種合計。

(備:考） 通產省資料（來洋經濟新報社「昭和產業 
史」第 1卷 365頁所收）による。

〔鎗 1表〕 電氣通信 

機器生產額推移

年 度 生 產 額

昭和4 年
千圓

13,828
5 • 15,466

, 6 15,867
, 7 18,587

8 26,995
9 39,584
10 37,418
11 59,818 ,

• 12 80,748
13 123,786
14 198,167,
15 227,055
16 277,624
17 440,197

註有線及び無線櫸器の合 
計額

(備考） 日本電氣通信工業 
連合會資料による。

四
六 

<四
六)

;
.
.
.
三
[1
1
學
會
雜
.誌

.第

.四
-十
八
卷
第
二
號

-
'

十
四
：

f

沖
商
會
と
し
て
發
足)

、
へ
舊
安
H

•
，

'財
閥
下
に
あ
っ
て
官
の 

保
護
釔
受
け
て
、發
展
し
て
來
た
沖
戴
氣
の
三
社
が
、
日
本
に
お
け
る
こ
の
， 

.部
門
の
發
展
を
左
右
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

.帝
國
主
義
時
代
の
，資
本
輸
出
が
癤
古
資
本
に
よ
る
世
界
市
場
の
分
割
を 

前
提
ム
て
い
る
と
こ
ろ
.か
ら
、
こ
の
部
門
に
對
す
る
.外
國
資
本
の
支
配
は
、
 

賢
然
そ
.の
製
品
市
場
に
も
及
び
、
#
界
の
通
信
機
器
市
場
の
殆
ど
舡
ゥ
ェ 

ス
タ
ン
と
シ
ー
メ
シ
X
の
協
定
に
よ
つ
て
分
割
さ
れ
、
日
本
の
國
內
市
場
：
 

も
そ
の
對
象
と
な
づ
て
い
た
。
こ
の
よ
5-
な
條
件
の
下
で
、
白
本
電
氣
の 

場
合
は
、.
.
.
ゥ
.ェ
'ス
タ
ゾ
の
抜
術
に
よ
る
製
品
を
、.
ま
ず
日
本
國
內
に
普
及 

せ
し
.め

、
次
い
で
ゥ
モ

ス
タ
シ
の
支
配
領
域
に
し
た
が
っ
て
極
東
地
域
•, 

東
南
ア
ダ
ャ
等
の
植
民
地
域
に
轍
出
し
、
富
士
通
信
機
の
場
合
に
は
、
や 

は
り
ゾ
ー
メ
'y
.X

の
技
術
'の
製
品
を
、
日
本
の
崔
內
市
場
に
お
い
て
、
關
> 

東
大
震
災
後
の
東
潰
地
帶
の
電
話
施
設
復
興
に
充
當
す
る
ば
か
り
で
な 

く
、
ア
ジ
ヤ
大
陸
、
と
く
に
朝
鮮
，
滿
洲
等
の
舊
植
民
地
域
に
與
讽
な
脈 

賣
網
を
も
つ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
製
品
市
場
を
支
配
す
る
こ
と
は
電
話 

事
業一

通̂
信
事
業
そ
の
も
の
を
.掌
握
す
.る
大
き
な
.基
礎
だ
づ
た
の
で
あ 

る
0 

'

日
本
の
®

榮
の
發
展
が
、
日
淸
..•日
露
戰
爭
以
來
办
相
次
ぐ
侵
略 

戰
爭
及
び
こ
れ
を
跳
類
豪
と
し
て
膨
脹
し
た
日
本
^
本
^
義
の
發
展
そ
の
. 

も
の
と
結
び
っ
い
て
い
た
と
と
に
っ
い
て
は
旣
に
觸
れ
た
が
、
通
信
機
器
. 

.部
門
の
發
達
も
當
然
か
か
る
背
景
を
前
提
.と
し
て
い
.
.た
0-
す
な
わ
ち
、
電 

馨
業
が
官
の
直
營
で
あ
る
と
こ
.ろ
か
ら
、
通
信
機
器
の
需
要
は
國
家
豫 

箅
に
よ
づ
て
制
約
さ
れ
る
と
と
も
に
こ
れ
に
よ
づ
て
保
障
さ
れ
、
あ
た
か

も
軍
需
產
業
が
策
事
豐
を
通
じ
て
保
護
育
成
さ
れ
る
と
同
じ
よ
ぅ
な
條
件 

.
の
.下
で
、
前
記
の
三
大
通
信
機
器
メ
ー
ヵ
ー
は
は
じ
め
か
ら
遞
信
省
の
御 

用
メ
J

力
-
と
し
て
發
展
し
た
。
電
話
事
業
の
擴
大
に
よ
る
施
設
需
要
の 

增
大
と
通
信
技
術
の
高
度
化
に
伴
っ
て
、
こ
の
御
用
メ
丨
- *
' .

の
數
も
種

類
も
増
如
し
、電
話
機
ユ
父
換
機
等
'の
.主
要
裝
置------------------------
セ
..ッ
ト
を
納
入
す
る

メ
一
力ー

と
セ
.ッ
ト
の
部
品
を
納
入
す
る
メ
ー
力
I

と
が
分
化
形
成
さ
.れ 

て
來
た
。
七
し
て
こ
れ
ら
通
信
機
器
の
生
產
體
制
が
漸
く
確
立
さ
れ
、
國 

.際
水
準
に
近
づ
い
て
來
た
の
.は
昭
和
期
と
く
に
準
戰
時
體
制
を
經
て
中
日
. 

..

戰
爭
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前

記

三

大

メ

力

-
を
主 

と
す
る
セ
ッ
ト
♦ 

.メ

ー
ヵ
ー

に
，よ
る
自
動
交
換
機•

搬
遂
電
話
裝
置
等
の 

高
度
技
術
を
，要
す
る
機
器
の
國
內
生
產
が
こ
の
咿
期
に
ハ
昭
和
七
年—

十 

二
年
頃)

漸
く
軌
道
に
乘
り
、
經
濟
全
般
の
軍
事
化
に
照
應
し
て
こ
の
部 

門
の
.生
產
は
.飛
躍
的
上
昇
を
遂
げ
た
。
A
第
一
表
參
照)

し
か
し
、
$

.
洋
戰
爭
ベ
の
突
入
を
契
機
と
し
て
生
產
體
制
の
帘
需
部
面
へ
'の
超
重
點
化) 

政
策
が
强
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
電
波
兵
器
の
需
要
增
大
の
結
果
無
線
通
. 

信
機
器
の
生
產
が
こ
の
時
期
.に
著
し
く
發
展
し
、
有
線
通
信
機
器
部
門
も 

こ
の
方
面
に
動
員
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
十
五
.
六
年
を
頂
點
と
し
て
電
話 

機
•

交
換
機
等
の
生
產
は
か
え
っV

下
向
し(

第
.二
表
參
照)

、
.
.
' 
電
氣
通
信 

機
器
の
生
產
全
體
.に
し
め
る
■有
線
部
門
の
比
重
は
低
下
す
る
に
至
っ
た
。
. 

.の
み
な
ら
ず
、
ご

の

取

需

動

員

.に

よ
.り
®
# :

^
器
の
生
產
技
術
は
全
く
不 

具
化
さ
れ
、(

電
波
兵
器
關
係
の
も
の
だ
；け
が
不
海
衡
な
發
展
を
と
げ
た)

、
 

有
線
關
係
の
技
術
は
海
外
述
絡
が
絕
た
れ
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
そ
の
發
M

. 

は
停
止
さ
れ
る
狀
態
と
な
っ
た
。(

東

洋

毹

濟

新

報

社

：「

昭

和

產
？

'

.

日
本
爾
氣
通
信
庳
業
の
構
造
'
.

第
一
卷
三
六
ニ
頁)

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
產
業
基
盤(

と
く
に
機
械
工 

業)

の
弱
さ
が
戰
爭
經
濟
の
矛
盾
の
內
攻
す
る
に
伴
っ
て
露
呈
さ
れ
た
こ 

と
を
物
語
つ
て
い
る
。

.

.

.

.以
上
、
日
本
の
宥
線
通
信
機
器
工
業
の
特
質
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、

.
ま 

ず
こ
の
產
業
沢
、
日
本
資
本
主
義
の
軍
事
的
•
警
察
的
f

を
多
分
に
表 

,
現
し
て
い
る
電
話
事
業
を
唯
一
の
基
盤
と
し
て
發
展
し
て
來
た
寄
生
主
義 

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
日
本
の
產
讓
造
の
特
質
に
制
約
さ
れ 

る
機
械
工
業
技
術
の
弱
點
を
、
外
國
資
本
の
輸
入
に
ょ
っ
て
補
强
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
こ
め
產
業
部
^
が
國
際
獨
占
資
本
の
東
洋
市
場 

あ
る
い
ば
世
界
市
場
分
割
へ
の
進
出
の
た
め
の
恰
好
な
中
繼
基
地
の
役
割 

を
果
し
た
こ
と
、
し
た
が
つ
て
日
本
帝
國
主
義
の
特
徴
た
るr

面
從
屬
ー 

面
侵
略
と
い
う
一
1

1

が
'
こ
の
.部
門
の
發
展
過
程
の
内
に
ょ
く
表
現 

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等
の
儲
點
を
あ
げ
る
ご
と
が
出
來
ょ
う
。(

こ
う
し 

た
性
格
は
、
.戰
後
の
再
編
成
適
程
を
見
る
場
^
に
と
く
に
重
獎
な
意
味
を
.

も
つ
て
い
る)

.

.

.

,

.

.

 

•
W
 

:

戰
後
に
お
け
る
有
線
通
信
產
業
の
再
編
成,•
1

. 

.

 

.

,

 

,

 

-

.

 .

* 
.

.

■

.第
二
次
世
界
大
戰
の
結
果
、
.資
本
主
義
の
.一
，
般

的

危

機

が

深

化

す

る

と

. 

い
う
條
件
の
下
で
、

•

日
本
め
獨
占
資
本
主
義
が
..ァ
メ
リ
ヵ
の
從
屬
體
制
下 

に
お
か
れ
る
と
と
も
に
.、有
線
通
信
產
業
も
こ
れ
に
膘
じ
て
再
編
成
さ
れ
、
 

■そ
の
戰
前
に
有
し
て
い
た
性
抵

%■
'

新
し
い
内
容
を
持
た
.さ
れ
る
に
至
つ 

た
。
こ
の
內
.容
の
意
義
を
檢
討
す
る

.こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
あ
る

;

'

.

■

四七
ハ目
七

)

、



681,392

話 機

共電式自動式

298,716
290,131
298,627
126,297
163,941
177,424
208,688

528,080

334,113

合

655,171
4X3,4881,085,524 
429,1591,057,761 
166,803 602,845 
200,952 733,541 
272,885 873,403 
313,283 897,000 

1,480,832 
814,4221,973,874 

-2,249,900

電 

磁石式

2 01

23年 7 月

2 46

20姐 2月

52

16年 6 月

23

昭和12年 
6 月

(備考） 昭和24年度電氣通信年鑑(施設篇)。

1952 )
1953 ” j 電信電話年鑑。' .
1954 J

年度‘ 交換及 
通話局

公 衆  
電諳所

合 m
. t

昭12 10,238 4,603 14,841
13 10,981 4,760 15.721

• 14 11.680 4,926 16,606
15 12,200 5,144 17,344
16 12,536 5,189 17,725
17 12,869 5,238 18,107
18 13,103 5,247 18,350
19 13,319 5,783 20.102
20 13,227 2,305 15,532
21 12,651 ’ 2,667 15,316
22 13,144 2,967 16,111
23 13,706 3,439 17,145
24 8,816 4,834 13,650
25 13,920 6,071 19,991
26 13,990 6,426 20,416

. 27 13,988 7,948 21,936

(備考） 1 9 5 _ 度電信電話年鑑。

〔第 7 表〕 主耍區間市外通話待合時間推移（威前戰後比較）

〔第 8 表〕 .主要局市外通話取消率（待時式）（戰前戰後比較)'
四 
九

四
九

(備考） 昭和24年度阪電氣通信年鐽（業務篇）

年 度 .東京 橫濱 . 名古犀 京都 大阪 神戸 平均

昭和12年
%

15.5 8.2 19.4 15.3 20.6 10.5. 12.7
16 17.6 15.3 20.2 18.6 21.2 18.5 17.4
21 10月. 38.8 24.7 22.1 26.2 43.1 46.4 34.2
22 24,9 24.3 20.1 20.6 28,4 30.4 24.7
28 // 20.4 21.6 20.4 16.6 23.2 20.7 20.9
24 ? 月 18.4 19.3 17.8 17.9 25.3 22.8 19.2

〔第 6 表〕 電 話 取 扱 局 所 數 推 移 〔第 5 表〕 加入者電話機室數推移
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東 

名

大

年

著
し
く
、.
例
え
ば
自
動
式
電
1

臺
數
は
、
.昭
和
廿
年
の
敗
戰
時
に
は

、 

戰
前
最
高
時(

十
七
年)

，
の
設
置
臺
數
の
四
三
％
減
と
な
り
、
公
衆
電
話 

所
の
燒
失
は
六
六
^
の
多
き
に
達
し
、
交
換
設
備
に
お
い
て
は
、
自
動
式 

七

局

广

馨

式

⑶
ヨ
局
ス
磁
泪
式
ー
ニ
局
の
燒
失
を
見
、
と
く
に
自
動
交 

換

設

備

で

は

、
：
.昭
和
卄
年
に
は
戰
前
最
高
時
人
十
六
年y

の
約
十
萬
囘
線

日
本
電
氣
通
信
庳
業
の
構
造

〔第 4 表〕 市外通話發信時數 

推 移 （戰俞戰後比較）

註通話時數は、有無料の合計、 .. 
昭和19年以命は外地、國際通 

信を含む。

(備考） 28年度阪電氣通信年鐽。

年 度 通話時數 指 數

千時間 . ’ %
昭和9 年 238,790 100

11 307,738 130
• 13 361,790 153

15 445,817 184
17 432,968 188
19 448,219 189
2 1 . 257,617 103
22 • 272,577 115
23 337,829 143
24 439,585 188

〔第 3 表〕 電話加入者數、市內通話度 

數推移（戰前戰後比較) • .

年 度 加-入戰 通話度數
1 加-入 
當り1 日
平均度數

昭和:12年 981,930 4,189,175 13.1
16 1,080,964 5,881,702 3,4.9
17 1,088,746 5,293,039 13.3
18 1,082,447 5,276,431 13.1
1も 1,080,969 5,103,807 12.8
21 7*24,378 2,443,316 9.2
22 885,852 3,191,711 10.0
23 950,258 3,810,303 11.0
24 1,071,272 4,597,128 11.0
25 1,214,608 5,384,000 11.9
26 1,369,007 7,162,000 14ユ

27 1,550,019 9,485,000

註通話度数は、加入者數及び非加人 
者 數 （有無制0 の合ti•数字。

(備考） 昭和24年及び28年度版電氣通 
信年鑑。 •

四
八

■

(

四
八

)

:施
設
の
破
壊
.
»損
失
に
ょ
づ
て
、
戰
後
日
本
の
通
信
事
業
は
一
時
麻
痺
狀 

態
に
陷
つ
，た
。

：

こ
れ
を
種
々
の
指
標
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
次
に
掲
げ
る
諸
表
の
如
く
で
' 

ぁ
る
。

.

■

•

す
だ
わ
ち
、電
話
加
入
者
で
戰
災
燒
失
せ
る
も
の
は
全
國
で
約
三
八
萬
、
 

.八
大
都
市
で
約
ニ
八
萬
五
千
、
更
に
電
話
線
路
め
喪
失
等
に
ょ
る
被
害
を 

も
加
え
れ
ば
、
昭
和
十
九
年
汁
月
末
現
在
の
加
人
潜
總
數
の
內
、
金
國
平- 

海
七
五
％
、
.八
大
都
市
八
.ー
％
が
被
災
し
た
と
い
わ
れ
、
電
話
の
利
用
狀 

況
も
、•

市
内
通
話
に
お
'い
て
は
、
' 一.加
入
者
當
り
平
均
通
話
度
數
は
®

則 

最

高

時(

昭
和
十
.六
年)

の
約
四
割
減
と
な
り
、市
外
通
話
に
お
い
て
も
、
 

戰
前
最
高
時(

昭
和
十
八
年)

の
約
四
割
以
上
の
減
少
と
な
つ
て
い
る
。

(

第
三
、
四
表
參
照) 

•

又
電
話
施
設
.に
お
い
て
は
、
電
®

.

•交
換
機
等
電
|

械
の
損
失
が

三
田
學
$

誌
第
四
十
八
卷 

'第
：一
號
.

.

.

が
T
こ
こ
.で
も
や
は
り
、
通
信
事
業
と
通
信
機
器H

業
と
に
わ
け
て
^
'察

: 

し
ょ
ぅ
。

⑴

戰
後
の
通
信(

電
話)

事
業
の
性
格
'
.
:

A

'
通
信
事
業
の
稗
編
成
過
程
‘

•

.

、
わ
れ
わ
れ
は
旣
に
.前
章
に
お
い
て
、
日
本
の
戰
审
經
濟
の
矛
盾
が
激
化
. 

す
る
に
つ
れ
て
、
逋
信
淑
設
の
表
面
的
擴
張
：に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
生
產
面
ノ 

に
お
い
て
有
線
通
®

器
工
業
の
内
部
的
崩
壊
の
進
行
し
た
こ
と
を
見
：た

, 

の
で
あ
る
が
、
更
に
戰
時
體
制
下
で
の
老
朽
施
設
の
酷
使
と
、
i
れ
に
加 

わ
る
昭
和
廿
年
，の
空
駿
被
災
、：
敗
戰
に
ょ
る
植
民
地
領
土
の
喪
失
に
伴
ぅ



合 100.0 100.0 100.0 100.0

註 昭 和 15年度は10月1ヶ月間、21年以降は

510月末の7 白間調査•實續。

(備考） 24年販電氣通信年鏠（_ 務篇)。 ：

〔第 9 表〕

市外通話（待時式) の構成舉•（通話時數）

通話種別 2 1 年 2 2 年 2 3 年

88.3 
63.7
11.4 
221

2.8

m

88.7
61.5
13,9
22.3

2.3

11.3

87.8
58.5
20.6 

19.3

12.2

通急急時約聞
 

料普

*
至
特
完
豫
.新料 

有 

無

•

•■
三
■田
學
會
雜
誌
：：第
四
十
：べ

卷

第

.プ
號

':
■

.が

.わ
ず
か
.一
一
萬
囘
線
と
な
り
、
更
に
電
話
路
線
で
は
、
昭
和
十
七
年
度
の 

.延
長
籽
數
の
約
三
割
が
燒
失
し
、
そ
の
中
に
は
市
內
及
び
市
外
線
用
ヶ
ー 

ブ
ル
、
㈱

㈱
、
ゴ
：ム
線
類
等
の
諸
資
材(

線
材)

.の
尨
大
量
が
含
ま
れ
、
 

線
路
喪
炎
に
ょ
な
逋
話
の
障
害
は
資
林
の
損
害
以
上
に
大
ぎ
が
つ
た
。
.v 

(

抓
入
者
電
話
機
甕
數
及
び
電
話
取
扱
'局
所
數
に
つ
い
て
.は
第
五
、
.
六
表 

參
照〕

.： 

.

•

:

.

し
た
が
つ
て
、
電
話
施
設
の
諸
機
能
も
著
し
く
低
下
し
た
。
す
な
わ
ち 

電
話
の
疏
通
狀
況
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
市
㈥
皿
胄
で
昭
和
十
ー
年
頃
の
完 

了

率(

通
話
度
，數
總
數
に
對
す
る
宪
了
通
話
數
の
^)

七
五
ズ
が
敗
®

®

:

:

:

:

.
-

五
0
: 
.
■
•(

五
〇〉

.

後
に
.は
三
：
 
一
^
と
な
り 

> 市
外
通
話
の
待
合
時
間
で
は
、
例
え
ば
東
京
大 

阪

間

で

昭

和

十

二

年

に

，ニ
士
一
分
で
あ
っ
た
も
の
が
、
廿
年
末
に
は
一
一
時 

，
間
三
十
五
分
を
要
す
る
と
い
ぅ
狀
態
に
な
り
、
.又
待
時
式
の
市
外
通
話
に 

'お
け
る
取
消
率
で
は
、
東
京
の
局
に
お
け
る
昭
和
十
一
一
年
の
平
均1

五• 

五
巧
か
廿
ー
年
忙
三
八
>
八
%
士
增
大
し
て
い
る
。
' 

C

笫
七
、
八
表
參
照) 

そ
し
て
こ
ぅ
し
た
電
話
の
疏
通
狀
態
.は
、市
外
通
話
の
構
成
率
に
反
映
し
、
 

昭
和
十
五
年
時
に
比
べ
て
普
通
通
話
.の
占
め
る
比
^
か
著
し
く
低
下
し
、

:

至

觉

、，
特

急

等
の
比
_
の
增
大
が
目
立
っ
て
い
る
。(

第
九
表
參
照)

こ 

の
こ
と
は
、.
.至
急
や
特
彘
を
も
っ
て
し
て
も
、
戰
前
の
音
通
あ
る
い
は
そ 

れ
以
卞
の
機
能
し
か
果
せ
な
か
っ
た
.「

通
じ
な
い
電
話」

と
い
}
當
時
の 

量
態
を
醫S

っ
て
ぃ
.る
'
■ 

°

-

;こ

の

ょ

.5
な
通
信
事
業
の
荒
廢
は
、
戰
爭
に
ょ
る
國
民
經
濟
の
破
壊
を 

示
す
も
の
で
あ
る
が
、
ァ
メ
.リ
ヵ
占
領
當
局
及
：び
日
ホ
^
府
に
と
っ
て
は
、
 

日
本
の
占
傲
體
制
を
確
立
し
、
ハ
メ
リ
が
の
：從
屬
の
下
に
日
本
の
獨
占
資 

本
の
復
活
を
は
か
る
た
め
に
、
先
ず
か
か
る
狀
態
は
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
か
っ
た
.'
0
產
業
經
濟
の
歡
興
政
策——

七
れ
.は
、
ィ
ソ
フ
レ
と
國 

家
脒
政
と
に
支
え
ら
れ
た
露
骨
处
獨
占
資
本
補
强
策
で
.あ
っ
た
が
^

—

が 

.開
始
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
、
通
信
施
設
の
復
興
は
ァ
メ
リ

力

占
領
軍
を
は 

じ
め
速
合
取
關
係
施
設
の
建
設
か
.ら
先
ず
着
手
さ
れ
て
行
っ
た
。

す
な
わ
ぢ
、
總
同
令
部
の
監
督
の
下
に
、
敗
戰
直
後
、
い
ち
早
く
昭
和 

北
.一
年
度
を
第
一
年
度
と
す
る
復
興
三
力
年
繼
續
計
靈
が
總H

費
三
三• 

rL
億
圓
の
豫
算
を
も
っ
て
っ
く
ら
れ
、第
一
年
度
の
豫
算
額
一
.一
億
圓(

決 

定
額
は
一
七
億
[1
1)

の
內
約
三
割
が
^
合
眾
兵
舍
及
ぴ
住
宅
用
電
話
施
設
、

國 內 一 . 般 連 .合 軍 關 . 係

市內•

電話

施設

名
加 入 電 話 84,500 

'• 個 
增 接 續 〃 38,000

//

公衆 >t 2,500

. 個
加 入 電 話 19.100 

私 設 ” 1,600

市外
電話
施設

部
: ケ 一 ブ ル 922 

囘 線 增 設 10,000 .

籽
ケ ー ブ ル 160

囘 線 增 設 10,000

第 1 0 表:
昭和22年度の電話施設工事計晝における 

國內一般と連合軍關係との對埤

國 內 一 . 般 連 .合 軍 關 . 係
______ 名 ~ ~ 偭

9 加 入 電 話 8 4 , 5 0 0 加 入 電 話 19.100 
. ' . 個

§ 增 接 續 〃 3 8 , 0 0 0 私 設 " 1,600 
// •

r  公 衆 " 2,500
. ■ . ' ■■ ■ . . * .

评 轩
卜 : ケ ー ブ ル 9 2 2 ケ ー ブ ル 160 
を
I 囘 線 增 設 10,000 . 囘 線 增 設 10,000

考 ) 昭和 22年度版工務年鏵（施設篇)。 ■

は 設 連 に れ し 等 無 に 連 外 に 連  
國 の 合 お 、て の 線 基 合 電 伴 合  
内 :！: • 軍 ぃ 廿 師 ェ 通 づ 軍 話 う 眾  
一 事 關 て 二 ザ 事 信 く の 施 市 の  
般 計 係 も 年 費 施 國 指 設 內 進  
施 畫 施  '  度 さ と 設 內 令  ' 市 駐

g

設
の
そ
れ
と
對 

比
し
て
相
當
規

德
の
も
の
で
あ
っ
た
。(

第
.一

o
表
參
照
：
r
:u
が
%-
當
時
の
貧
弱
な
資
材
生 

產
條
件
に
も
拘
ら
ず
、
連
合
軍
關
傲
施
設
，の
工
事
は
最
優
先
的
に
扱
わ
ね 

ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
追
加
豫
算
を
組
む
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
る
狀
；
 

態
で
あ
っ
た
。(

遞

信

省

昭

和

廿

■，
ー

 

年
度
エ
務
年
鐽
參
照)

か
く
て
て
、
 

連

合

軍

關

係

施

設

の

整

備

が

.'一

應

終

っ

て

か

ら

國

內

ー

般

施

設

の

復

舊

が

產

化

し

'た
。

' 

-

\

-

:

.

,
■

.'
■
-

す
な
わ
ち
昭
和
廿
三
年
度
に
至
.
.っ
て
、.
,前
記
三
々
年
計
畫
に
っ
づ
く
：五 

力
年
計
聲
が
策
定
ざ
れ
、
計
聲
の
目
標
と
し
て
、：
昭
和
廿
五
年
度
ま
で
は

.
•H
本
電
氣
通
信
産
業
の
構
造
.

市
內
市
外
電
話
と
も
破
壊
施
設
の
復
舊
、
戰
前
加
入
者
の
復
舊
に
主
力
を 

注
ぎ
、
.廿
六
.
七
ヰ
^
に
お
い
て
.基
礎
設
備
の
充
實
と
新
增
設
を
行
い
、
 

市
内
通
話
の
話
中
：.

(

は
な
し
ち
ゆ
う)

率
を
引
下
げ
、
.市
外
通
信
の
待
合 

時
間
の
短
縮
を
は
.か
る
等
通
信
機
能
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
明
ら
か
に 

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ド
ッ
.ジ

•
ラ
•ィ
ン
の
强
行
さ
れ
た
昭
和
廿
四
年
頃
か 

.ら
設
備
計
®
も
次
第
に
集
中
化
，
重
點
化
さ
れ
、
八
大
都
市
を
巾
心
と
す 

■
る
大
都
市
電
話
施
設
の
緊
急
整
備
、
官
公
廳
.
大
會
社
の
.需
耍
に
膘
ず
る 

增
設
■
話
の
設
備
、
：基
礎
設
備
と
：し
て
大
都
市
に
お
け
る
交
員
員
の
分
局 

化
、
.市
內
中
繼
線
の
增
設
、
市
外
線
ヶ
I
ブ
ル
の
增
設
等
が
行
わ
れ
、
大 

都
市
、
重
耍
產
業
都
市
間
の
通
信
施
設
が
整
備
さ
れ
、
廿
五
年
に
入
つ
て 

朝
®

亂
の
勃
發
に
伴
い
、
，
日
本
の
兵
站
基
地
的
役
割
が
高
ま
る
に

つ
れ 

:
て
ゥ
警
察
通
信
、
そ
の
他
緊
急
な
特
殊
通
信
施
設(

無
線
‘關
係)

の
強
化 

'
が
行
わ
れ
た
。(

.一
九
五
六
年
度
版「

電
氣
通
信
年
鑑」

參
照)

か
か
る
^
興
計
蠻
が
ど
の
よ
う
に
實
現
し
た
.か
は
本
節
の
_

頭
に
掲
げ 

た
種
類
の
諸
指
標
か
ら
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
電
話
加
入
渚
數 

.は
廿
四
年
に
は
旣
に
戰
前
最
高
水
準
.(

，昭
和
十
六
年)

に
ま
で
囘
復
し

、
 

廿
五
年
に
は
そ
れ
を
一
.割
以
上
も
上
廻
づ
て
お
り
、
市
内
通
話
度
數
も
廿 

.
年
で
略
。
そ
の
水
準
に
囘
m
し
、.
廿
六
年
か
ら
增
加
の
傾
向
を
示
し
て
い 

.る
。.

(

第
三
表
參
照)

.又
市
外
通
話
發
信
時
數
に
'つ
い
て
も
略
た
同
じ
こ
と 

'が
い
.え
る
。(

第
.四
表
參
照)

文
施
設
の
面
で
、
加
入
衆
電
話
機
議
數
は
廿 

:■
'
六
部
‘に
.お
：い
て
旣
に
、.戰
時
水
準
女
上
廻
り
、
#:
七
年
に
は
十
六
七
年 

頃
の
ニ
倍
^
上
の
數
字
.を
示
し
、
電
話
取
扱
局
所
數
で
は
廿
六
年
で一

應 

.の
復
舊
を
終
つ
て
い
る
。(

第
五
'、
六
表
參
照) 

I 

•

.

-

.

.

五

--
*
■
,
.(

五1
)

'
.■



S

麵
广

證

註 全 國 10局平均値。 •
A > F は連合軍通話。

(備考） 以上3 表とも1951、53、
54年度電信電話年罈。 .

年 が と の • 全 に れ 點 て  
々 、は 7 k 般 な 、で 、こ 
そ そ い 靖 的 つ 廿 は 通 れ  
の れ & に に て 六 囘 信 ャ  
差 で f 達 敗 も • 復 機  
を も な し 戰 未 七 が 能 舉  
縮 、い た m だ 年 遲 の し

種 別 昭和27年 4 月 28年 3 月

卽 時
%

74.0
% 

■ 77.4.
準6P時 81.2 83.8 .
待 時 90.2 90.3
A • P 91.8 88.4

平•均 86.6 87.5

〔第 1 3 表〕

• 最近の市外通話完了卑(直轄局）

〔第 1 1 表〕

最近の市內通話完了率

ゼ 度 別 完 了 库

%
昭和26年 3 月 48.7

. 2 7  〃 .150.2
28 ft . 54,7

r » •

驻 26, 27年度は6 大都市平 

均28年度は9 大都市平均。

〔第 1 2 表〕

'東京より主耍區間市外通話待 

合時間 .（昭和28年 3 月現在）

區 間 待合時間

め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
次
の
諸
表
か
ら
讃
み
と
る
：こ
と
が
出
来
る
。
例
え 

ば
、
電
話
の
疏
通
狀
況
に
つ
い
て
、
市
内
電
話
の
.完
了
雍
は
、
昭
和
十
一 

啐
め
七
五
^
に
は
邏
か
に
及
、姑
な
い
が
、
敗
戰
直
後
の1 
一

1
1 

%
か
ら
ニ
十

三
W
學
會
雜
誌
.第
四
十
八
卷
；
第 

一.
0

.

45
32
52
55
36 

時

1
，幌
森
員
阪
岡I

.

.古

.

.

, 

礼
靑
外
大
福

.

五 
二 

(：

五
一 

b

;

八
年
三
月
に
は
五
四
'.
.
七
^
ま
で
囘
復
し(

第
十
一
表
參
照y

市
外
通
話 

'
の
待
合
時
間
に
お
い
.て
も
、
東
京
か
ら
の
主
要
區
間
の
通
話
は
、
最
近
で 

は
瞀
通
の
平
均
時
間
で
、
'.
靑
森
を
除
い
て
.は
一
，
時

間

以

内

に

.短

縮

さ

れ 

.
(

第
十
二
.表
参
照)

、
市
外
通
話
の
完
了
傘
は
、
待
時
式
で
は
旣
に
廿
七 

年
に
：戰

前

水

準

を

上

廻

り

(

し
た
が
つ
て
取
消
率
の
減
少)

、
卽

時

•
準 

卽
時
に
お
い
て
も
通
話
機
能
.は
著
し
く
高
ま
つ
た
。
8

十
三
ま
参
照)

‘

以
上
は
、
電
話
事
業
の
戰
後
の
復
興
過
程
の
ほ
ん
の
：一
瞥
に
過
ぎ
な
い 

が
、
こ
•の
復
興
の
背
景
に
は
、.
復
興
計
蠻
の
實
現
を
可
能
な
ら
し
め
る
政
, 

'治
經
濟
的
な
諸
條
件
の
大
き
な
變
化
が
あ
つ
た
。

.:

.本
質
的
に
は
、：

敗
戰
に
ょ
つ
.て
甚
大
な
損
害
を
被
つ
た
と
は
い
克
、
尨 

大
な
潜
在
的
揮
需H

業
力
が
ア
メ
リ
ヵ
の
手
に
ょ
つ
て
溫
存
さ
れ
、
こ

れ

' 

を
ヶ
ル
ン
と
し
て
日
本
の
搦
占
資
ホ
體
制
が
復
活
さ
れ
、
占
領
制
度
の
下 

.に
サ
ゾ
フ
ラ
シ
ン
：：ス
.
.コ
蹬
制
か
ら
M

S

A體
制
へ
.と
進
ん
で
來
た
日
^

;
 

本
主
義
そ
の
も
の
の
性
格
の
.變
化
と
い
ぅ
事
實
を
そ
の
ー
.般
的
條
件
と
'し 

て
い
^

の
で
あ
る
が
、
電
話
事
業
に
直
接
關
係
す
る
外
部
的
條
件
と
し
て 

.

は
、
先
ず
通
信
施
設
の
資
材
生
產
供
給
事
情
，の
.變
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。

.
戰
後
ー一、

.

.三
年
間
の
時
期
に
は
、
戰
時
中
の
協
力
下
請
工
場
が
資
材
生 

.
產
に
動
員
さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
、'決
定
的
な
も
の
は
、
通
信
事
業
洱 

:
.建
：の
政
治
的
重
要
性
を
認
め
た
占
領
眾
當
局
が
通
信
機
器
關
係
の
大
エ
場 

，
の
賠
償
指
定
を
解
除
し
て
生
產
體
制
を
整
備
し
、
溫
存
さ
れ
た
潜
在
的
：雄 

需
X
業

力

の

顯

在

化̂
と
も
に
囘
復
し
た
機
械H

業部
！
：

の

生

產

力

の

量
 

.
的
質
的
上
昇
と
相
俟
づ
て
、
日
本
電
氣
•
.富
士
通
信
機•

沖
電
氣
等
の
獨

に
奴
ける

！！

占
の
'骚
化
、
資
本
の
集
積•

集
中
は
、
' 不
均
衡
を
内
在
せ
し 

め
づ
つ
、
電
話
事
業
に
對
し
て
.相
對
的
に
市
場
の
擴
大
を
意
味
し
た
。(

一 

般
國
民
へ
の
電
話
の
.普
及
は
.未
だ
植
民
地
後
進
國
水
準
で
■あ
る
に

拘
ら 

ず
、
他
方
で
大
都
市
に
お
け
る
ビ
ル
•建
篥
に
と
も
な
う
增
設
電
話
の
需
要 

は
增
大
し
つ
、
あ
る

)
(

こ
の

部
分
は
ニ
の
⑵

に
お
い
て
詳
述)

.

.

.

更
に
電
話
事
業
の
運
營
面
にお
い
て
、
⑩
罾
行
わ
れ
た
■
_
豸
革
は
11
- 

興
政
策
のI

の
前
提
條
件
で
あ
り
、
戰
後
の
通
信
事
業
の
再
編
成
の
性

'. 

格
を
ヶ
か
が
う
に
足
る
も
の
.
で
あ
つ..
た
。
.

日
本
の
電
氣
通
信
事
業
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
創
立
以
來
官
i

態

. 

が
と
ら
れ
、
郵
便
事
業
と
と
も
に
遞
信
省
の
管
轄
に
麗
し
て
い
た
。
通
信 

事
業
は
鐵
道
事
業
な
ど
と
同
じ
く
、
'經
營
の
内
容
が
い
わ
ゆ
る
一
殷
官
廳 

の
そ
れ
と
異
つ
て
現
業
i

に
依
存
す
る
部
分
が
多
く
、
統
一
的
な
企
業 

組
織
を
な
し
て
い
た
が
、
や
は
り
日
*

の
官
僚
制
度
の
制
約
を
觅
れ
な
か 

つ
た
。
こ
の
官
營
制
度
の
矛
盾
は
戰
#
及
び
敗
戰
に
よ

つ
て
激
化
し
、
.
戰 

，後
の
復
興
過
程
に
お
い
て
獨
占
政
策
の
あ
ら
ゆ
る
グ
ゥ
が
官
業
勞
働
者
の
，
 

上
に
寄
せ
‘ら
れ
、
か
れ
ら
通
信
事
業
勞
働
者
が
、
戰
後
の
勞
働
運
動
の
昂 

揚
か
中
で
、
全
遞
信
從
業
員
組
合
を
結
成
し
て
、
國
鐵
勞
働
組
合
と
と
も 

に
立
上
り
、
民
淵
產
業
の
組
合
運
動
を
リ
ー
ド
す
る
程
の
活
躍
を
示
し
た 

こ
と
は
、
，わ
れ
わ
れ
の
記
憶
.に
新
た
な
と
こ
ろ
：で
：あ

る

。

こ
の
よ
う
な
勞
_

勢
の
下
で
、
，總
同
令
部
'常
局
は
ノ
民
間
通
信
局 

-

0

.

0

»

s

)

の
指
導
の
下
に
電
薇
通
信
事
業
の
機
構
改
革
を
意
_
し
、
 

昭
和
廿
三
年
七
月
.に
ば
声
田
首
相
宛
ア
ッ
ヵ
ー
サ
ー
書
翰
が
出
さ
れ
、

‘
8 

m
令
と
し
て
遞
{1
_
業
よ
り
電
氣
通
信
事
業
を
分
離
獨
立
せ
し
め
る
こ

と

:

日
本
電
氣
通
信
庳
業
の
檇
造
-

> 

_

が
昵
示
さ
れ
、
.翌
年
六
月
よ
りi

®

氣
通
信
省
の
發
见
と
な
'o'
た
^
電
亂
事 

業
獨
立
の
\目
的
は
通
信
事
業
の
合
理
化
.
能
率
.化
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た 

.が
、.
.そ
の
眞
の
狙
い
が
、事
業
部
門
を
細
分
化
し
官
業
露
考
の
組
織(

全 

遞 >

 

を
分
斷
/L
て
常
時
の
勞
働
情
勢
に
對
m
し
よ

ぅ

と
す
る
意
識
的
な
勞 

働
政
策
の
樹
立
に
あ
つ
た
こ
と
は
、
.■同
じ
年
に
鐵
道
及
び
專
寶
の
二
っ
の 

官
營
事
業
が
公
共
企
業
體
.

(

公
社)

.
化
さ
れ
て
.い
る
事
實
と
考
え
併
せ
て
. 

見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。：

し
か
も
'.
、分
離
獨
立
せ
し
め
ら
れ
た
電
通
省
の
機
構
の
中
へ
は
、
T
メ 

リ
ヵ
の
軍
需
工
業
會
社
の
工
場
に
お
げ
る
作
業
管
理
組
織
を
モ
デ
ル
と
し 

て
つ
く
ら
れ
た
ラ
ィ
ン
•
オ
ル
ガ
ニ
ゼ
ィ
ゾ
ョ
シ(

直
系
赴
織)

方
式
を 

導
久
し
て
、
電
氣
通
信
監
を
ピ
，
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
點
と
す
る
、-
各
部
門
毎
の 

縦
の
命
令
系
統
の
線
を
强
化
す
る
管
理
機
構
を
っ
ぐ
り
上
げ
、'-
,前

記

.0
0 

.
S
の
指
導
に
よ
り
設
施
局
を
設
置
し
て
、
施
設
長
.H

事
長
等
現
場
事
業 

の
職
制
の
權
限
を
强
化
し
、
現
業
雲
者
の
巧
妙
な
る
職
場
管
理
を
行
い 

か
.か
る
管
理
方
式
が
現
業
部
門
か
ら
事
務
部
門
に
至
る
全
機
構
を
支
配
す 

■
る
こ
と
と
な
つ
.た
。
こ
の
よ
ぅ
な
機
構
改
革
が
，全
く
ア
メ
リ
力
制
度
の
直 

輸

入

で

あ

り

、

が/^
る
管

理

方

式

が

日

本
政
府
の
自
主
性
な
く

 P
.

て
官
靡 

機
構
の
中
に
持
ち
こ
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
電
通
省
部
內
で
も
種
A 

問
題
と
な
っ
た
。

. 

〔
：

,

.機
構
改
革
と
前
後
し
て
行
わ
れ
た
通
信
事
®

營
化
の
売
成
も
事
業
洱 

編
成
の
，
一
環
で
あ
っ
た
。
新
た
に
直
營
化
の
對
象
と
な
っ
た
の
は
私
設
交 

換

電
話
c

p

‘

B

i

)

と
警
察
電
話
と
で
あ
つ
て
、

P 

• 

B 

.
X

は
元 

來
官
が
直
營
す
る
普
通
の
加
入
電
話
と
違
い
、
‘加
入
渚
自
ら
が
^
{1
.
_
ほ

' 

. 

.

.
五
三

(

五
三)



五
瓯
.

.'

.(

五
因)

1
.
!
ー
田
學
會
雜
誌
' 

第
四
十
八
#
.
第
一
號

■ 

- 

,

.

'.
. 

.

.

.

.

.す
る
の
を
原
則
と
し(

甲
種
平
設
爾
話
>
、
こ
の
¥
猶
增
設
電
話
は
戰
前
. 

.か
ら
官
公
•廳

，.大
會
社
等
の
ビ
ル
施
設
に
設
置
さ
れ
、
.電

話

機

數

に

し

、
て

•
： 

本
電
話
の
.約一

一
割
弱
を
占
め
て
い
た
も
の
で
あ
り〈

昭
和
十
三
年
以
後
の 

槪
數)

、
•こ
れ
ら
の
施
設
が
戰
時
中
S

和
十
八
.年)

か
ら
^
:
f

民
の 

國
策
會
社
た
る
白
本
電
話
設
備
會
社
，に
よ
づ
て
所
有
運
用
さ
れ
て
い
た
の 

で
あ
る
がr 
,

廿
三
年
三
月
の
總
荀
令
部
の
覺
書(

S

O

A

P

I

N
第
一
五
. 

八
〇
號)

に
よ
つ
て
、
同
祉
を
^
双
し
て
同
社
が
そ
れ
ま
で
趴
豸
運
用
し 

.て
い
た
?

3
又
關
係
施
設
は
政
府
へ
移
管
さ
れ
る
.こ
と
と
な
'つ
た
。

.

か
く
し
て
加
入
者
i

設
備
の
貧
收
と
|

_

用

罨

話

施

設

の

遞

信

省 

,
(

電
通
省)

へ
の
移
管
と
.に
よ
つ
.て
、
國
內
電
話
事
業
の
す
べ
て
の
工
程 

.が
政
府
の
獨
占
的
な
直
營
體
制
に
よ
つ
て
運
營
さ
れ
る
こ
と
ど
な
り

、

占 

領
當
局
の
電
通
政
策
の
組
織
的
•
統
一
、
的

な

執

行

機

關

と

な

る

體

制

が

.つ 

く
ら
れ
る
に
至
つ
た
。(

一
九
五
三
华
度「

電
信
電
話
年
鑑」

参
照)

.

. 

そ
し
て
最
後
に
組
織
化
の
仕
上
げ
と
し
て
電
通
事
業
の
公
共
企
寒
睛
化 

(

公
社
化)

が
實
現
す
る
。

' ゾ 

.
.

電
通
事
業
の
民
營
化
に
關
す
る
意
見
が
總
司
令
部
や
政
府
の
部
門
に
あ 

.
ら

わ

れ

た

の

は

戰

罾
、

と
く
に
前
記
機
構
改
革
の
頃
か
.ら
で
あ
つ
た
が
、
 

正
式
の
方
針
と
し
て
打
出
さ
れ
た
の
は
、
廿
六
年
六
月
リ
ッ
デ
ゥH

ィ
聲 

明
に
よ
り
占
領
期
間
中
の
諸
法
規
の
改
廢
に
つ
い
て
內
閣
に
政
令
諮
問
蕾
. 

曼
會
が
設
置
さ
れ
、
同
委
員
會
が「

行
政
制
度
の
改
革
に
關
す
る
答
申」

の
中
で
、「

國
營
及
び
公
營
事
業
の
內
、
電
氣
通
信
事
業
は
將
來
民
營
に. 

移
管
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

、

さ
し
あ
た
り
八
ム
共
企
業
體
事
業
と
す
る
こ 

と
.1
_
を
朋
示
し
て
か
ら
で
ふ
り
、
.こ
の
方
針
は
.廿
七
年
五
月
日
本
電
信
電

>

話
公
赚
法
案
と
I
て
國
會
を
通
過
し
パ
同
年
八
月
か
ら
同
公
社(

以
下
電 

々
公
社
と
略
稱
す
る)

の
發
足
を
見
、
' 同
時
に
舊
電
通
省
の
國
際
通
信
部 

ぃ
.門
が
切
離
さ
れ
て
民
營
化
さ
れ(

國
際
電
信
電
話
會
社
の
設
立)

、
こ
れ 

■
ら
は
郵
政
大
昆
の
監
督
す
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。(

一

九
五
四
年
度J

電 

信
鼋
話
年
鑀」

参
照)

:
こ
の
公
共
企
業
體
制
度
が
官
營
事
業
制
度
と
異
る
點
は
、
公
共
念
業
體 

が
.事
業
の
本
質
た
る
公
共
性
を
失
わ
な
い
限
り
で
、
民
營
の
曼
所
た
る
自 

主
性
.
機
動
性
を
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
、
電 

.
々
公
社
の
經
營
制
度
で
は
、
經
營
委
員
會
制
度
を
採
用
し
、
企
業
會
計
原 

丨
則
に
.立
つ
て
經
㈣
i
ゑ
を
明
確
な
ら
し
む
ベ
く
資
本
計
算
制
度
が
適
用
さ 

.

れ
、
と
く
に
國
鐵
、
事
賣
公
社
と
，異
つ
て：

企
業
利
益
の
積
立
金
に
よ
る
資 

金
操
作
の
自
主
胜
、
債
券
及
び
民
間
資
金
の
借
入
れ
に
よ
る
資
金
調
達
の 

•
自
由
が
與
え
ら
れ
、
獨
立
採
算
性
が
强
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
{具
呂
事 

業
と
し
て
の
電
通
.事

業

が

、
，
國

家

豫

算

.の
面
で
全
面
的
に
電
氣
通
信
特
別 

.
會
計
の
7
ク
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
の
と
比
較
す
れ
ば
、
よ
い
寶
本
制
的
な 

經
營
形
態
に
な
つ
て
い
_
.る
と
い
ぇ
よ
う
。
，當
局
者
の
目
論
見
で
げ
、
奪
ら 

こ
れ
に
よ
つ
て
通
信
事
業
の
能
率
化
上
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る
と
こ 

ろ
に
公
社
化
の
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
 

.

.

:し
か
し
、
.い
う
と
こ
ろ
の
能
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
、
そ
の
ま
ま 

國
民
生
活
の
物
質
的
*'
精
神
的
向
上
に
連
る
か
ど
う
か
、
現
在
，の
體
制
下 

で
果
し
て
こ
う
し
た
こ
と
が
手
放
し
で
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
、

こ
.の
邊 

rの
事
情
が
明
ら
■か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
公
社
化
を
は
じ
め
と
す
る
電
通
事 

業
の
組
織
化
•
再
編
制
の
本
當
の
意
味
は
理
解
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
こ

の
た
め
の
前
提
と
し
て
、
W

_L
の
機
構
改
革
を
基
礎
と
す
る
最
近
の
通
信 

事
業
が
い
か
な
る
_
1»
1
を
示
し
て
い
る
か
、
主
と
し
て
施
設
計
畫
の
面
か 

.ら
こ
れ
を
眺
め
て
見
よ
う
。
 

'

さ
き
，に
、
.戰
後
.の
通
信
事
業
の
復
興
運
程
に
お
い
て
、
通
信
機
能
の
面 

で
は
未
だ
不
十
分
で
あ
つ
た
が
施
設
の
面
で
は
一
應
量
的
な
戰
災
復
舊
が
，
 

廿
六
.
•七
年
ま
で
に
，實
現
し
た
こ
と
.を
指
摘
し
た
が
、
廿
七
年
は
丁
度
廿 

三
年
か
ら
着
手
さ
れ
た
復
興
五
力
年
.計
畫
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
'こ
れ
に 

續
い
て
、
廿
八
年
度
か
ら
電
信
電
話
擴
充
五
力
年
計
畫
が
樹
立
さ
れ
た
。
 

と
の
計
畫
は
五
力
；年
間
.の
總H

費
四
千
億
圓
に
達
す
る
と
い
う
空
前
の
太
' 

事
業
で
あ
り
、
通
i

設
の
戰
前
水
準
を
上
廻
る
量
的
な
擴
力
だ
け
で
な 

く
、
質
的
な
技
術
的
な
高
度
化
唸
は
か
み
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
計
蠻
に
よ
れ
ば
、
電
話
施
設
は
、.
大
都
市
重
點
主
義
に
よ
つ
て
擴
張
：
 

く
さ
れ
、
計
蠻
の
最
終
卅
ニ
年
度
未
に
は
、
電
話
加
入
老
數
に
お
い
て
廿
七 

.年
度
末
の
四
五
^
增
、.市
外
電
話
線
籽
數
に
お
い
て
ー
〇
六
^
增

、
.
市

外
 

專
用
線
に
お
い
.て
.五
一
^

增
が
見
込
ま
れ
、
.-
又
全
國
六
大
都
市
に
.は
、
. 一'.

.

局

で

最

高

三

萬

乃

至

四

萬

の

加

入

省

を

收

容

出

来

る

複

合

大

電

話

局

が

.三 

〇

建

設

さ

れ

、

と

の

計

畫

.め

實

現

霸

の

も
の
と
し
て
、
廿
八
年
八
月
に 

.
東
京
の
千
代
田
マ
、ル

テ

イ

ユ
~
ッ
.
.ト
局
が
完
成
し
た
。
更
に
市
外
通
話
に 

お
い
て
は
、
全
國
主
^
都
市
を
結
ぶ
ヶ
1

ブ
ル
i

及
び
本
邦
を
縦
_
す 

る
マ
イ
ク
ロ
，
ゥ
工
匕
ゥ
，獄
を
完
成
し
て
長
距
離
通
信
施
設
を
强
化 

し
、
長
距
離
市
外
ダ
イ
ヤ
ル
施
設
に
よ

，つ
て
通
話
のX

。

ヒ
ー
ド
化(

卽

時
• 

準
郎
時
.化)

.

.を
は
か
る
計
畫
■で
あ
る
0
そ
し
て
と
く
に
..長
距
離
ヶ
.丨
.ブ
.ル 

又
は
無
線
多
童
通
信
施
設
.を
重
要
都
市
十
五
値
間
に
建
設
し
、
.こ
の
內
東
ヰ

.
:

日

本

電

氣

通

信

產

業

の

構

造，

,
ノ

.京
大
阪
間
、
大
阪
福
岡
間
及
び
東
京
札
幌
間
は
マ
ィ
ク
ロ
.
ゥ
ェ
ー
ブ
方 

■
式
に
よ
：る
も
の
と
さ
れ
' 
東
京
大
阪
間
の
施
設
は
旣
に
廿
八
年
度
中
に
完
.

:

成
さ
れ
.た
。
更
に
非
常
災
害
時
0'
通
信
確
保
と
稱
し
て
一

 

一0
0

M

0

. 

(

メ 

. 

，ガ
サ
ィ
ク
，
w

r
の
超
短
波
1

1
通
信
施
設
の
建
設
も
計
.«
さ
れ
て
い
る
。

ン(
.
1

九
：
五.因
年
度
：.

「

電
信
電
詰
年
鐽」

参
照)

-

.

‘
.

,
こ
の
よ
う
な
五
力
年
計
暨
に
よ
っ
て
戰
前
か
ら
の
日
本
の
通
信
技
術
の 

,立
ち
遲
れ
を
敗
戻
し
フ
漸
く
現
在
の
國
際
水
準
に
近
、つ
き
得
る
と
い
う
の
、
 

が
や
は
り
當
局
者
.の
主
觀
的
意
圖
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
國
民
大
衆
の
.

'
手
.の
屆
か
ぬ
と
こ
ろ
で
、
-.
'
果
し
.て
こ
の
よ
う
な
通
信
技
術
の
高
度
化
が
何 

.

故
要
求
さ
れ
る
，の
で
あ
る
：か
、
さ
き
に
指
摘
し
た
通
信
事
業
の
能
率
化
と 

へ
サ
ー
ビ
X.
の
：向
上
と
い
う
問
題
と
關
連
し

.て
V 
_

制
の
眾
事
化
政
策
の 

下
で
、
.こ

.

の
よ
}
な

傾

向

に

あ

る

通

信

事

業

が

、
客

観

的

に

.い
か
な
る
役 

.

割
を
擔
つ
て
い
る
か
.、，あ
る
い
.は
少
く
と
も
そ
う
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
、
 

.

わ
れ
わ
れ
.と
し
て
は
、
こ
の
.點
を
今
少
し
積
極
的
に
實
證
し
て
見
る
必
要 

.

.
が

あ
る
。

へ.

次
節
に
お
い
て
、
こ
れ
を
恰
好
な
一
事
例
に
っ
い
て
取
り
上
げ
、
戰
後 

.
の
通
信
事
業
の
性
格
を
.示
す
一
指
標
ど
し
よ
う
。_

.
:
.
,

.

B 

^
後

.の
通
信
事
業
の
客
觀
的
役
割

 

•

.

.

. 

- 

' 

.

■.
.

旣
に
戰
後
の
日
本
の
通
信
事
業
の
苒
編
成
過
程——

そ
の
復
興
の
仕
方
，. 

——

を
通
じ
て
、
■■
:こ
め
.事

業

が

戰

後

日

本

資

本

主

義

.の
新
し
い
諸
條
件
と 

結
び
つ
い
；て
い
：た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
概
觀
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は 

.電
話
事
業
の
苒
編
成
が
、
日
本
の
獨
自
罾
ホ
罾
制
の
復
ボ
砠
化
の
た
め
の

■-
.

五
五
.
.
.
•

(

五
五)



'

三
由-學

翕

雜

認:.
;

第四：十八
卷
第
二
號

.

■•
■

■

.前
提
で
あ
る
2
と
も
に
;>
の
結
果
で
あ
つ
だ
と
：い
ぅ
經
濟
的
な
侧
面
ば
か
_ 

り
で
な
く
、
：.す

ぐ

れ

て

政

洽

的-
軍

事

的

な

侧

面

を

も

併

せ

も

づ

，て
ぃ
た 

.
'こ

と

が

さ

れ

る

。
つ
ま
り
、
it
後
の
電
^

^
業
の
復
興
が
^
領
^
®-
-
- 

の
確
立
を
第
一
:自
的
と
し
_て
開
始
ざ
れ
、::

こ
の
事
業
が
國
內
の
治
安
‘
警

:. 

察

を

含

む

あ

ら

ゆ

る

占

領

行

政

を

遂

行

す

る

た

め

に

必

須

の

機

關

で

あ

，つ

'.
- 

:

た
こ
と
、
文
前
め
敍
述
で
は
1

觸
れ
な
.か
つ
次
が
、
朝
鮮
動
亂
の
際
に
ノ 

は

馨

施

|
叹
が
軍
事
目
的
に
使
用
動
員
さ
れ
る
こ
.と
は
勿
論
、
特

需

の

面

. 

で

值

接

兵

器

に

準

ず

る

役

割

を

も

果

し

(

.こ
の

場

合

に

はfr
-
然

無

線

關係
：， 

機
器
が
入
：っ
て
來
る)

、
講
和
條
約
に
ょ
る
日
米
行
政
協
定
.締
結
後
は
基
：
I 

地
體
制
.の

「

神

經

系

統」

と
ゝ
し
て
貢
献
し"洫

8
八
體
制
の
下
で
は
、：
自 

衞
軍
の
兵
器
と
し
て
役
立
つ
ば
か
ゥ
で
な
く
、：

防
衞
通
信
の
.役
割
を
も
引 

受
■け
さ
せ
ら
れ
る
と
い
つ
た
側
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
.こ
：ぅ
.し
た
問
題
は
、
 

あ
く
ま
で
わ
れ
わ
れ
の
：一..

般
的
議
で
お
つ
て
、
.と
の
間
.の
メ
力
n
ス
ム 

に
つ
ぃ
て
は
全
く
明
ら
か
で
な
い
°
し
た
が
つ
て
，、
次

に

掲

げ

；る

事

例

は

、 

か
か
る
わ
れ
わ
れ
の
i

、の
限
界
を
幾
分
で
も
實
證
的
に
補
足
す
る
と
い 

ぅ
意
味
を
も
つ
て
い.る
。

■ 

:

',
..
■ 

• 

こ
こ
に
紹
介
す
る
事
例
は
、
.旣
に
S
氏
陰
謀
事
件
と
し
て
政
界
•財
界
. 

新
聞
界
•
通
信
業
界
等
に
傳
播
し
、
昨

年

.

(

昭
和
廿
八
牢)

秋
の
國
會
電. 

通
委
員
會
で
正
式
に
取
上
げ
ら
•れ
、
衫
氏
喚
問
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
お 

る
が
、
こ
の
事
件
の
内
容
に
つ
：い
て
わ
れ
わ
れ
が
さ
し
當
り
問
題
.と

す

る
.

 

點
は
、
日
本
テ
レ
ビ
網
會
社
の
社
長
で
あ
る
S
氏
が
、「

一
千
萬
ド
ル
の
外 

資
に
■ょ
り
ア
メ
リ
力
製
マ
ィ
ク
ロ
•'
.ゥ
モ
ー
ブ
多
重
通
信
用
.の
發
信
及
び 

中
繼
器
を
輸
入
し
て
東
京
大
阪
間
に
マ
イ
ク
ロ
ぐ
ゥ
ュ
ー
ブ
網
を
^
.
占
的

五
六
' 

.

I

)

.

.に
墩
設
し
よ
う
と
し
た
計
畫
が
、
客
爾
的
に
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
て
い 

る
か
と
い
う
.こ
と
'で
あ
る
。

.
し
か
し
、
こ
の
事
件
.は
種
々
の
い
.き
さ
.つ
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
問

題

. 

の

檢

討

に

入

る

ま

え

に

.こ

れ

々

具

體

的

に

明

確

に

し

て
お
か
.な

け

れ

ば

な 

.

.ら

な

い0
し

办

も
ハ
へ
こ
の1

か

の

事

實

か

ら

自
.ら

問

題

の_

は
^

明

し 

V

て
し
ま
5
の
で
あ
る
。

‘ 

'

:

.

-す
な
わ
ち
，
現
在
マ
イ
ク
.ロ
.;
ゥ
：エ
ー
ブ
は
國
家
の
中
樞
神
系
と
も
い 

■

-う

べ

き

高

度

，の
通
信
機
能
を
も
ち
、

こ

れ

を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

：
 

:
の
國
の
政
治
'«
經
濟
文
化
更
に
軍
事
活
動
を
も
左
右
し
得
る
と
■い
ぅ
性 

，格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、.

又
S
氏
.の
.計
畫
が
實
現
し
た
場
合
に
は
テ
レ
ビ 

.
ジ
>ョ
シ
の
全
國
網
め
實
現
が
1

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
長
距
離
電
話 

■■'
T

一
百
囘
線
以
土
が
增
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
又
：

一

千
萬
ド
ル
の
借
款
に 

•

つ
い
て
は
.、
S
氏
が
ア
メ
リ
ヵ
.の
國
防
省
と
折
衝
し
；て
、
そ
の
際
、「

日 

:本

を

極

凍

に

お

，け

る

前

線

基

地

と

し

て

完

備

せ

し

め

る

に

は

、

日
本
國
內 

'
に
散
在
し
.て
い
.る
基
地
網
を
統
.一

し
で
十
分
な
機
動
力
を
發
揮
出
来
る
よ 

ゝ

う

に

，し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，が
、
：そ

の

た

め

に

は

通

信

施

設

の

支

@3
權
を 

:

握

る

こ

と

が

不

可

缺

の

耍

件

で

あ

り

、
'現

在

日

本

が

近

代

的

電

波

通

信

施 

.

.設
の
建
設
を
手
掛
.け
て
い
る
の
が
す
帛
よ
い
機
會
で
あ
る
。
自
分
を
通
し 

.て
前
記
マ
イ
ク
ロ
；*
ゥ
ュ
ー
ブ
施
設
を
電
々
公
社
に
貸
興
使
用
せ
し
め
る
，
 

.な
ら
ば
、
.以
上
の
目
的
を
寶
現
出
来
る
。」

と
い
ぅ
旨
の
电
人
れ
を
行
つ 

ハ
た
七
と
、
更
に
借
款
の
條
件
と
，
し
て

、

日

本

政

府

(

開
僚)

の
連

帶

責

任
.
 

.

.
"と
S
氏
の
輸
入
施
設
に
つ
い
て
の
電
々
•公
社
の
借
用
保
證
と
が
提
示
さ
れ 

た
と
V
う
こ
^

。

> 

;

こ
れ
•た
け
の
材
料
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
自
氏
事
件
の
意
味
才
る
と
こ
ろ 

は
最n

f
S

白
で
あ
る
。
こ
の
事
.件
の
內
容
を
明
る
み
に
出
し
允「

怪
交
書」 

(

電
線
監
理
委
员
會
事
務
局
有
志
の
署
名
入
り)

は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

:

J

■
こ
の
锆
果
、
電
波
通
信
監
理
の
實
權
が
ア
メ
リ
ヵ
の
手
に
渡
る
だ
け 

.
で
.な
く
、
こ
の
^

^
を
縣
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
政
治
•
經
濟

•
，.
_ 

文
化
の
諸
活
動
は
ア
メ
リ
ヵ
の
軍
事
的
必
要
の
ま
ま
に
多
大
の
制
約
を
蒙 

り
、
現
に
重
大
間
題
化
し
て
い
る
金
國
六
百
餘
の
米
軍
基
地
は
.あ
げ
て
一 

體
化
し
、.
全
土
が
單
一
基
地
と
な
る
。
米
國
の
極
東
政
策
を
考
え
併
せ
る 

，
な

ら

ば

、
.

S
氏
の
■野
心
の
故
に
全
國
土
を
焦
土
と
す
る
日
が
來
な
い
と
は 

何
人
も
保
證
出
來
な
い
0」

(

こ
の
S
氏
事
件
の
內
容
と
く
.に
：「

怪
文
書J.

に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
通
信
，タ
ィ
ム
ス
社
別「

通
信
タ
ィ
ム
.ス」

'
ー
九 

五
四
年
ニ
月
號
の
記
事
忙
よ
っ
た)

'若
し
も
こ
の「

條
文
«」

：
の
指
摘
し
た
S
氏
事
件
な
る
も
の
が
眞
實
の
.
. 

事
柄
で
あ
り
、
.そ
し
て
.
S氏
の
計
蹵
が
實
現
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、.
わ
ず 

か一

ト
萬
ド
ル
と
い
う
安
い
.役
資
に
よ
っ
て
、
日
本
.の
通
i

業
が
文
字 

通
り
そ
の
從
扉
的
艰
事
的
砰
編
成
を
完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
き
に 

述
べ
た
電
通
事
業
の
機
構
改
苹
、
電
信
電
話
擴
充
五
ヵ
年
計
*
に

よ

る

通

, 

信
技
術
の
高
度
化(

と
く
.に

マ
ィ
ク
P

，
ゥ
工
!

ブ
■施
設
計
蕺)

、
，更
に 

は
通
信
サ
ー
ビ
；ス
の
向
上
と
い
う
：一
連
の
政
策
は
、

-あ
げ
て
.か
か
る
再
編
.， 

成
を
®

众
ら
し
め
る
手
段
に
過
ぎ
な
く
な
つ
て
し
ま
う
。

V

 

•

'  
%

つ
と

%

、
問

題

の

東

京

大
.阪

間

の
>

ィ

ク
.
ロ

.

.

ゥ
土
丨
.ブ

施

設

の

建 

設
に
は
日
本
電
氣
の
製
作
に
よ
る
國
產
胳
が
使
用
さ
れ(

昭
和
サ
八
年
度 

に
實
施)

、
.
S氏
の
計
晝
の
實
現
す
る
可
能
性
は
少
く
な
つ
た
。
と

は

い

日

本

電

氣

通

信

庫

業

の

構

造
V
.

■■
.

:

，え

、
問
題
の
解
決
が
こ
.れ
で
濟
ん
だ
わ
け
で
姑
な
く
、
第
一
.
.一、
第
三
の
S 

氏
計
畫
の
生
れ
る
可
能
性
は
依
然
と
し
'て
大
き
い
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た 

.傾
向
ぼ
、
現
在
の
從
屬
體
制
を
前
提
す
る
限
り
不
可
避
の
も
の
と
い
わ
な 

な
ら
な
ぃ
。
.-
I
:

(

註)

が
;̂
:
'の
國
會
電
通
委
員
會
の
.喚
問
に
應
ぇ
て
、
ぶ
氏
が
問
題
を 

,

も
っ
ば
ら
經
濟
技
術
的
な
觀
點
か
ら
と
り
上
げ
、
戰
前
の
0'
本
の
通
. 

.

. 

'信
陁
設
に
關
し
て
、「

あ
の
優
秀
な
日
本
海
軍
が
全
滅
し
た
の
も
通 

信
施
設
：の
不
備
の
た
め
で
あ
っ
た」

と
.述
べ
.て
い
る
こ
と
か
ら
見
て 

%-
、
通
信
制
度
そ
の
も
の
の
無
槪
念
的
な
性
格
が
、
.明
瞭
に
う
か
が 

• 

'
わ
'れ
る
。(

前
.掲
資
料
参
照)

.
:

か
く
し
て
、
：戰
後
の
日
本
の
電
氣
通
信
事
業
の
▲再
編
成
に
っ
い
て
明
ら 

か
な
こ
と
ば
、
こ
の
事
業
の
i

が
日
本
の
政
i

濟
體
制
の
主
要
な
特 

徵
の
規
定
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
.あ
り

、

こ
の
-こ
と
を
念 

■.頭
に
私
い
た
上
で
、
.
.こ
の
事
業
の
た
.め
の
資
村
生
產
面(

通
信
機
器
，エ
業) 

.の
戰
後
の
再
編
成
分
析
に
入
る
こ
と
に
す
る
。

，

•

.

五

七

(

五
七)

..：


